
これからのクローン病治療 

会場

承認された効能又は効果（国内）

リンヴォック®の効能又は効果（抜粋）
中等症から重症の潰瘍性大腸炎の寛解導入及び維持療法（既存治療で効果不十分な場合に限る）
中等症から重症の活動期クローン病の寛解導入及び維持療法（既存治療で効果不十分な場合に限る）
スキリージ®の効能又は効果
【スキリージ®点滴静注600mg】中等症から重症の活動期クローン病の寛解導入療法（既存治療で効果不十分な場合に限る）
【スキリージ®皮下注360mgオートドーザー】中等症から重症の活動期クローン病の維持療法（既存治療で効果不十分な場合に限る）

日時 2023年12月1日（金）12:20～13:10

第2会場（六甲／シーサイドホテル舞子ビラ神戸）
〒655-0047　兵庫県神戸市垂水区東舞子町18-11

第14回日本炎症性腸疾患学会学術集会 
ランチョンセミナー2

本会は現地開催となります。
詳細は学会HP（https://jsibd-gakkai.jp/14th/）をご確認下さい。

司会 平井 郁仁 先生
福岡大学医学部 消化器内科学講座 主任教授

共催：第14回日本炎症性腸疾患学会学術集会 ／アッヴィ合同会社

新時代を考える

スキリージ最前線
～海外最新情報と実臨床での経験を踏まえて～

演者 1 中村 正直  先生
名古屋大学医学部附属病院　光学医療診療部 准教授

【12:20～12:45】

リンヴォック最前線
～EvidenceとExperienceから考える
　　　　　　　　　　JAK阻害剤使用のポイント～演者 2
横山 薫 先生
北里大学医学部 消化器内科学 講師

【12:45～13:10】


